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【平成２５年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 

遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 

（意見等） 

本研究は、地域的特性の強いゲリラ豪雨の発生メカニズムを解明し、防災上必要とされる早期探知並

びに予測、避難情報の提供方法の開発を目指すもので防災上重要な研究であり、概ね研究計画に沿って

順調に研究が進んでいると考えられる。 

偏波レーダーによる観測システムと解析手法の開発、ビデオゾンデによる雲中直接観測に関する研究

は概ね順調に進んでいる。一方、MU レーダとの連携研究、雲物理モデルの開発においては、当初の研

究計画では十分な研究成果が得られないことが判明し、より十分な研究成果を得るため当初の研究計画

を変更し研究を推進している。また、地域的豪雨の予測においては、研究計画にあるように、偏波レー

ダシステム観測と雲物理モデルによるシミュレーション予測研究を連携させる研究をより一層進める必

要があるが、今後の研究推進(研究計画の変更を含む)によって、本研究の効率的な研究成果の達成が十

分に期待でき、現時点の研究進捗評価では「A－」ではあるが、研究の最終段階では期待以上の研究成

果が得られるだろう。 

検証結果   本研究では、高い目標を達成するのみならず、期待以上の卓越した独創的な成果を上げ

げた。 

 具体的には、最新型偏波レーダーとの同期フィールド基礎観測実験において、ビデオゾ

ンデ観測の汎用化を図ることで、積乱雲内の多地点連続観測を実現したことに加え、凍結

水滴の形成由来と霰形成プロセスや、融解層直上の多量の氷晶の形成が強い降水をもたら

すこと、豪雨に発達する積乱雲には高い渦度があることなどを明らかにした。 

また、開発したゲリラ豪雨の早期探知・危険性予測手法は、水災害軽減に大きく貢献し

ている。 

これらの研究成果は、国内外の学術雑誌やシンポジウムで公表された。  

A+ 

 

  


